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に付いた」「項 目毎に説明していただき、 自分に不足 し
ている部分が明確になった」「成人教育では自発的に学
習できるような関わりが必要だと理解 した」などがあっ





















看 護 部:小 川彩花、松井幸子、杉田なつ未
4.さ くらや ま知 っとこ ！セ ミナーの開催
この事業 は、 目標 「地域住民の健康を促進す る」 に対
応す るものであ り、平成27年度か ら活動を開始 し、本年
度 は外来棟1階 にお いて3回 開催 し、第3回 か ら第5回
の開催 とな った(表3)。
セ ミナー開催後にア ンケー トを実施 している。セ ミナー
の 「わか りやす さ」、 「役 に立 ちそ うか」 につ いて は、毎
回70～86%が 「そ う思 う」 と回答 してお り、好評であ っ
た。各回の参加人数 は、20～55名であ ったが、開催場所
の関係か ら参加人数 は適切であ った。昨年度の課題 と し
て、参加者への資料配布や資料提示方法があ った。今年
度 は、資料 は全て印刷 して配布 し、文字や図表の大 きさ
を見やす く配慮 した。 その結果資料 に関す る意見 はな く、
対象者のニ ーズに対応す ることが出来た。






















デル検討委員会は、来年度か ら 「看護実践教育共同セ ン
ター」と名称を変更する予定である。今後もジェネラリ
ス ト育成のために、看護学部と看護部がより一層協働 し
事業を推 し進めていきたい。
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